
ロ

磁
気
デ
ィ
ス
ク
を
も
っ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
請
求
者
に
交
付
す
る
方
法

ロ

磁
気
デ
ィ
ス
ク
（
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る

物
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）を
も
っ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
請
求
者
に
交
付
す

る
方
法

３

﹇
略
﹈

３

﹇
同
上
﹈

（
適
合
命
令
）

（
適
合
命
令
）

第
五
十
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
講
習
実
施
機
関
が
第
四
十
三
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ

た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
講
習
実
施
機
関
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る

べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
二
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
講
習
実
施
機
関
が
第
十
五
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ

た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
講
習
実
施
機
関
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る

べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
改
善
命
令
）

（
改
善
命
令
）

第
五
十
一
条

国
土
交
通
大
臣
は
、講
習
実
施
機
関
が
第
四
十
五
条
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
講
習
実
施
機
関
に
対
し
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
講
習
事
務
を
行
う
べ
き
こ
と
又
は
講
習
事
務
の
方
法
そ
の

他
の
業
務
の
方
法
の
改
善
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
三
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
講
習
実
施
機
関
が
第
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
講
習
実
施
機
関
に
対
し
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
講
習
事
務
を
行
う
べ
き
こ
と
又
は
講
習
事
務
の
方
法
そ
の

他
の
業
務
の
方
法
の
改
善
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、
請
求
者
の
使
用
に
係
る
電

子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が

送
信
さ
れ
、
請
求
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る

も
の

（
登
録
の
取
消
し
等
）

（
登
録
の
取
消
し
等
）

第
五
十
二
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
講
習
実
施
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
講
習

実
施
機
関
に
係
る
第
四
十
条
第
一
号
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
講
習
事
務
の
全
部
若
し
く
は

一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
四
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
講
習
実
施
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
講
習

実
施
機
関
に
係
る
第
十
二
条
第
一
号
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
講
習
事
務
の
全
部
若
し
く
は

一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
四
十
二
条
第
一
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

一

第
十
四
条
第
一
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

二

第
四
十
六
条
か
ら
第
四
十
八
条
ま
で
、
第
四
十
九
条
第
一
項
又
は
次
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

二

第
十
八
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
第
一
項
又
は
次
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

三

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
四
十
九
条
第
二
項
各
号
の
請
求
を
拒
ん
だ
と
き
。

三

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
二
十
一
条
第
二
項
各
号
の
請
求
を
拒
ん
だ
と
き
。

四

﹇
略
﹈

四

﹇
同
上
﹈

五

第
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

五

第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

六

不
正
な
手
段
に
よ
り
第
四
十
条
第
一
号
の
登
録
を
受
け
た
と
き
。

六

不
正
な
手
段
に
よ
り
第
十
二
条
第
一
号
の
登
録
を
受
け
た
と
き
。

（
帳
簿
の
備
付
け
等
）

（
帳
簿
の
備
付
け
等
）

第
五
十
三
条

﹇
略
﹈

第
二
十
五
条

﹇
同
上
﹈

（
報
告
の
徴
収
）

（
報
告
の
徴
収
）

第
五
十
四
条

﹇
略
﹈

第
二
十
六
条

﹇
同
上
﹈

（
公
示
）

（
公
示
）

第
五
十
五
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
四
十
条
第
一
号
の
登
録
を
し
た
と
き
。

一

第
十
二
条
第
一
号
の
登
録
を
し
た
と
き
。

二

第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

二

第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

三

第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

三

第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

四

第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
第
四
十
条
第
一
号
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
講
習
事
務
の
停
止
を
命
じ
た

と
き
。

四

第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
第
十
二
条
第
一
号
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
講
習
事
務
の
停
止
を
命
じ
た

と
き
。

（
判
定
の
業
務
の
実
施
基
準
）

（
判
定
の
業
務
の
実
施
基
準
）

第
五
十
六
条

﹇
略
﹈

第
二
十
八
条

﹇
同
上
﹈

（
判
定
業
務
規
程
）

（
判
定
業
務
規
程
）

第
五
十
七
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
は
、
法
第
四
十
八
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る

判
定
業
務
規
程
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
五
十
一
に
よ
る
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
九
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
は
、
法
第
四
十
八
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る

判
定
業
務
規
程
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
十
二
に
よ
る
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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